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拝領屋敷は三代将軍家光の時代に原則と 

して一藩三邸となった。そこで江戸城近く 

の本邸を上屋敷、外堀沿いに置かれ隠居や 

継嗣が住むところを中屋敷、上・中屋敷が 

被災した場合の郊外の避難所を下屋敷とよ 

ぶようになった。明暦三年（一六五七）、 

江戸城をはじめ市街地の半分以上を焼き尽 

くした「明暦の大火」以後、下屋敷の存在 

価値は急速に高まっていった。 

 

～～～～～～～～～ 



【継嗣】けいし 

 あとつぎ。あととり。 

～～～～～～～～～ 

 

 

◆小石川後楽園 

 

後楽園には、はかにも印象深い橋がある。 

石造りの円月橋は、先ほど述べた朱舜水の 

発案による。アーチ形の石橋は水面に影を 

落とすと、いわば陰と陽、虚と実が組み合 

わされ満月となる。 

  
 

 

 

 
 

 

 

◆小石川植物園 



 
 

 

 

◆六義園 

 

六義園を訪れるたびに、これほど手の込 

んだ、しかも見る者に高度な教養を求める 

庭園とは、一体何だろうかと思わずにはい 

られない。 

・・・ 

吉保はこの庭が完 

成すると、「六義園八十八境」を定めた。ほ 

とんどが和歌の名所にちなむものだった。 

・・・ 

吉保が選んだ八十八境には石柱が建てら 

れた。現在三二か所が残されている。その 

地に立って歌の心に思いをはせるには、古 

典の世界に通じる必要がある。六義園鑑賞 

のむずかしさは、実にこの点にあるのだ。 

 

 

現在この庭園は「りくぎえん」と漢字読 

みする。吉保はそれを「むくさのその」と 

読ませた。「むくさ」とは詩における六つの 

種類のことで、出典は中国の『詩経』の大 
      ふう ふ ひ きょう が しょう 

序。つまり「風・賦・比・興・雅・頌」で 

ある。 

 



 
 

 

 

 

◆旧古河庭園 

 
 

 

 

 

◆新江戸川公園 

 日本庭園に置かれた石造品や手水鉢を「景物(景物)」というが、これ見よがしに据えたのでは、主人の感

性が疑われる。樹木のなかにちょっと身を隠すように立っていると、却って人の注意を引くものだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

◆甘泉園公園 



 
 

 

 

飛石は、茶の湯の露地で考案された。露地 

を歩き茶室に入る途次、もし履物や衣類を汚 

してしまえば、茶室に不浄をもちこむことに 

なる。飛石の上を歩行すれば、それを防ぐこ 

とができる。 

 

 

～～～～～～～ 

真行草（しんぎょうそう） 

「真・行・草」とは、書道に使われる書体のうち、三つの書体のこと。 楷書のことを真書と呼び、崩した行

書、さらに崩した草書の三つのことを意味する。 これが、転じて茶道や華道、俳諧などでも構成として利用

されるようになった。 日本の建築様式の中でも、和室の格式の表現として、真・行・草が用いられることが

ある。 

～～～～～～～ 

 

 

東京の新宿区戸山二丁目にある箱根山 

をご存じだろうか。古くは玉円峰とよば 

れ、山手線内では最高峰の山である。山 

といっても、標高は四四・六 m、頂上ま 

での所要時間はほぼ一分。自然の山では 

ない。江戸時代に造られた人工の山だ。 

 

 

 

 

 

◆新宿御苑 



 
 

 

 

 

 龍門瀑とは、鯉が三段の滝を飛び越え龍に 

なるという「登竜門」主題にした滝をいう。 

したがって、その滝には必ず鯉を表した「鯉 

魚石(りぎょせき)」が組まれている。 

 

 

 

反橋には、俗なる世界から聖なる世界へ移行する一種の結界の役目がある。 

 

 

 

 

十三重石塔（じゅうさんじゅうせきとう） 

 

 



 
 

 

  

◆戸越公園 

 
 

 

 

◆浜離宮恩賜庭園 

 
 

 

◆旧芝離宮恩賜庭園 



 
 

 

 

 

 

 

西湖堤(せいこつつみ) 

 

 

◆皇居東御苑 

 

 
 

 
 

 



◆清澄庭園 

 
 

 

 

◆旧安田庭園 

 
 

 

 

鋪地(ほち) 

 
 

 

 

 

漏窓(ろうそう)、洞門(どうもん) 



中国庭園でよく使われる漏窓も同じはたら 

きである。窓の向こうの景色は、手が届きそ 

うなほど近くにありながら、全体が見えない。 

それが却って見ようとする意欲を駆り立てる、 

そんな仕掛けが漏窓にはある。 

 中国の現代建築にも使われる洞門は、どう 

であろうか。漏窓と同様、洞門を置くことに 

より、門の向こうへの期待感を抱かせる。と 

きには洞門の向こうにまた洞門があり、迷路 

に分け入るような、わくわくした気分にさせ 

るのだ。 

 また中国庭園では園内を高い塀でいくつか 

に仕切り、その塀に洞門をつける。洞門を潜 

れば、また別の世界という仕掛けである。 

 

        
 

 

 

◆向島百花園 

 
 

 

 

 

 



◆三渓園 

 
 

 

 

◆称名寺庭園 

 
 


